
評価基準 

 

審査項目 配点 

会社概要・実績等に関する項目 

 
会社の基本理念が明確で組織体制が業務目的の達成に適し

ているか 
① １０ 

 
外国語指導助手（以下「ＡＬＴ」という。）業務について

十分な受託実績を有しているか 
② １０ 

業務内容に関する項目 

 
国際理解教育・英語教育の授業に関する内容の趣旨を踏ま

え，授業を補助することが可能か 
③ ５ 

 常に最新の教材を準備し，豊富に提供できるか ④ ５ 

 期待される日数・時間数・校数で業務を履行できるか ⑤ ５ 

 
同一のＡＬＴが授業を行う等，授業の継続性を保つことが

できるか 
⑥ ５ 

ＡＬＴの採用および人材育成に関する項目 

 
ＡＬＴの資質が学校教育に適正であり，採用体制・採用基

準・採用方法等が業務の実施に適しているか 
⑦ ５ 

 
採用時・配置後の研修および勤務評価・指導が適切に行わ

れるか 
⑧ ５ 

ＡＬＴの管理体制に関する項目 

 
ＡＬＴの勤務状況の把握方法，連絡・相談体制・その他労

務管理の体制は適切か 
⑨ １０ 

危機管理体制に関する項目 

 
ＡＬＴが関係する事故等への体制，欠員等が生じた場合の

対応方法・各種保険への加入等は適切か 
⑩ ２０ 

経費に関する項目 

 
事業に係る経費が妥当であり，業務の提案内容と整合性が

とれているか 
⑪ ２０ 

合計 １００ 

 

  

別紙３ 



審査項目ごとに，各委員（５名）の評価点を加算し，５で除した点数を，その審査項目の

評価点とする。 

 

評価点の合計が最も高く，７０点以上の者１者を最適提案者として選定する。なお，該当

者が２者以上あったときは，審査項目③～⑥を合計した評価点が高い者を最適提案者とし

て選定する。 

 

委員の各審査項目評価方法は次のとおり。 

・ 極めて良好     配点×１．０ 

・ 良好        配点×０．８ 

・ 普通        配点×０．６ 

・ やや不十分     配点×０．４ 

・ 不十分       配点×０．２ 

・ 提案無，評価不能  配点×０ 


